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国際宇宙ステーションからの630nm大気光観測による赤道域プラズマバブルの研究
A study of equatorial plasma bubbles by 630-nm airglow imaging observations from the
International Space Station
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赤道域電離圏において発生する特徴的な現象としてプラズマバブルが挙げられる。プラズマバブルはレーリー・テー
ラー不安定によって起こると考えられているが、プラズマバブル発生の日々変化を決定する要因は未解明である。プラズ
マバブルのさらなる研究のためには、グローバル分布の観測が必要不可欠である。しかし、従来の地上からの観測では擾
乱現象のグローバル分布を観測するのは困難である。そのような背景から、2012年 10月から宇宙ステーションによる超
高層大気撮像観測ミッション (ISS-IMAP)により、630nm大気光の天底イメージング観測が行われている。本研究では、
国際宇宙ステーションに搭載されている可視近赤外分光撮像装置 (VISI)による 630nm大気光観測データを用いて、プラ
ズマバブル発生頻度の季節・経度特性を調べた。2012年 9月 5日から 2013年 8月 28日までの 630nm大気光データを
解析した結果、プラズマバブルの発生頻度の季節-経度特性は、アフリカの経度域の春秋に比較的大きいことが明らかに
なった。この結果は、過去の研究結果とよく一致している。さらに、プラズマバブルの東西方向の間隔を調べたところ、
プラズマバブルの間隔は、経度変化をもち、経度 0度-90度では 100-200km、225度-360度の経度域では 200-300kmの
間隔が多いという結果が得られた。さらに、赤道異常による 630nm大気増光の極大値とその極大値が起こる緯度の日々
変化を調べ、プラズマバブルの有無と比較した結果、プラズマバブルが発生しているときのほうが、極大値が起こる緯
度の幅が大きいことがわかった。この結果は、東向き電場がプラズマバブル発生の有無に大きな影響を与えていること
を示唆する。また、地球大気上下結合を記述するモデルのひとつとして、GAIA(Ground-to-topside model of Atmosphere
and Ionosphere for Aeronomy)モデルが挙げられる。本研究では、GAIA モデルを用いて 630nm大気光発光強度を求め、
ISS-IMAPの 630nm大気光観測データと比較し、日々変化と経度特性、及びそれらとプラズマバブル発生との関連につ
いて議論する。
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